
 平 成 ２ ０ 年 度  第 １ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 資

格 
 Ａ   Ｉ  
 Ｄ  Ｄ 総  合  種  

 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 試 験 科 目 基礎又は法規 技術のみ 基礎と法規 基礎（又は法規）と技術 全 科 目 

 科  目  数 １ 科 目 １ 科 目 ２ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 １ ２ 時 １ ０ 分

３  試験科目別の問題数（解答数）及び試験問題ページ  
   問 題 数 ( 解 答 数 )   

 
科    目 

第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問 第 7 問 第 8 問 第 9 問 第 10 問 

試験問題 

ページ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４   ５   ４  ４  ５  ― ― ― ― ― Ｎ－ 1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５   ５   ５   ５  ５  ５  ５  ５  ５  ５  Ｎ－ 7 ～ 18

 端末設備の接続に関する法規 ５   ５   ５  ５  ５  ― ― ― ― ― Ｎ－19 ～ 23

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。  

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてください。 

[記入例]  受験番号  ０１N９２１１２３４                生年月日  昭和５０年３月１日 

           

受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

3333333

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6

Ｎ

4

5

6

7

8

9
             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

  
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ又はＢ）

で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点 

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。 

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 
 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｎ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ に流れる電流は、 (ア) アンペアである。ただし、電４

池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ２ ② ４ ③ ６ ④ ８ ⑤ １０

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスが６オームであるとき、抵抗

Ｒは、 (イ) オームである。 (５点)

① ５ ② ８ ③ １０ ④ １２ ⑤ １５

(３) 平行に置かれた２本の電線に、互いに反対方向に直流電流を流すと、電線間において相互に

(ウ) する電磁力が発生する。 (５点)

① 反 発 ② 交 差 ③ 回 転 ④ 振 動 ⑤ 吸 引

(４) 正弦波交流の流れる回路における無効率は、｢無効電力÷ (エ) ｣で表される。 (５点)

① 実効電力 ② 皮相電力 ③ 平均電力 ④ 無効電流 ⑤ 実効電流

Ｅ

　　　 図１

Ｒ ６ Ω＝２Ｒ ６ Ω＝1

Ｒ ３ Ω＝４

Ｒ ８ Ω＝３

＝４８ Ｖ

図２

ＸＣＲ Ｘ Ｌ

ａ

ｂ

３ Ａ７ Ａ３ Ａ
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 半導体において、正孔を生ずる不純物は、アクセプタといわれる。

Ｂ ｎ形半導体において、正孔が自由電子より多く生ずるので、正孔は、多数キャリアといわ

れる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

Ｉ(２) 図に示すトランジスタ増幅回路において、ベース～エミッタ間に正弦波の入力交流電圧Ｖ

を０.１ボルト加えたとき、電圧利得は６０デシベルであった。このとき、コレクタ電流Ｉｃ

は、 (イ) ミリアンペアである。ただし、抵抗Ｒｃは１０キロオームとする。 (４点)

① ０.１ ② １ ③ １０ ④ １００

(３) 記憶素子を構成する基本単位であるメモリセルが、ＭＯＳトランジスタ１個とコンデンサ

１個から構成され、コンデンサに電荷があるときは １ 、電荷がないときは ０ として記憶さ   

れる半導体メモリは、 (ウ) である。 (４点)

① ＣＣＤ ② ＤＲＡＭ ③ ＲＯＭ ④ フラッシュメモリ

(４) 半導体素子について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ バリスタは、加えられた電圧の上昇に伴い、その抵抗値が低下して急激に電流が増大する

非直線性の特性を持つ半導体素子であり、電話機の衝撃性雑音の吸収回路などに用いられる。

Ｂ アバランシホトダイオードは、光信号を電気信号に変換する光検出素子などとして用い

られ、光信号に対して電子なだれ現象による光電流が発生する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) エミッタ接地回路において、エミッタ電流が２ミリアンペア、コレクタ電流が１.９６ミリ

アンペアとするとき、直流電流増幅率は、 (オ) となる。 (４点)

① ０.９８ ② １.０２ ③ ４９.００ ④ ５０.００

Ｃ

ＲＣ

ＶＣ

ＢＢ

ＶＩ

ＩＣ

Ｖ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (ア) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① Ａ＋Ｂ ② Ａ＋Ｂ ③ Ｂ＋Ｃ ④ Ａ＋Ｃ

(２) 図１の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係が

右の真理値表で示されるとき、表中の出力レベルＷ、Ｘ、Ｙ、Ｚは、それぞれ (イ) であ

る。 (５点)

① ０、１、１、０ ② １、０、０、１ ③ １、１、１、０

④ ０、０、１、１ ⑤ ０、０、０、１

(３) 図２～図５の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベル(それぞれＡ及びＢ)と出力ｃ

の論理レベル(Ｃ)との関係が、

Ｃ ＝ Ａ･Ｂ

の論理式で表すことができる論理回路は、 (ウ) の回路である。 (５点)

① 図２ ② 図３ ③ 図４ ④ 図５

入力ｂ

入力ａ

出力 ｃ ０

０

０

０

入 力 出力

ｃ

１

１

１

１

ａ

Ｗ

ｂ

Ｘ

Ｙ

Ｚ図１

図３

図２

図４ 図５

出力ｃ
入力ａ
入力ｂ

入力ａ
入力ｂ 出力ｃ

出力ｃ
入力ａ

入力ｂ

入力ａ
入力 ｂ 出力ｃ
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(４) 図６の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

(エ) の回路に置き換えることができる。 (５点)

図６

① ② ③ ④ ⑤

入力ａ
出力ｃ入力 ｂ
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１５０ミリボルト、電気通信回線１から電気

通信回線２への遠端漏話減衰量が (ア) デシベル、増幅器の利得が１８デシベルのとき、

インピーダンスＺに加わる電圧は、１５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダ

ンスはすべて同一値で整合しているものとする。 (５点)

① １８ ② ２８ ③ ３８ ④ ４８ ⑤ ５８

(２) 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が４倍になると、伝送

損失は、約 (イ) 倍になる。 (５点)

１ １① ② ③ ２ ④ ４４ ２

(３) 図２において、Ａ方向における漏話減衰量は、 (ウ) デシベルである。 (５点)

① １２ ② １４ ③ ２４ ④ ３６ ⑤ ４８

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 非直線 ③ 波 形 ④ 同 期 ⑤ 位 相

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２ Ｚ

終端抵抗

増幅器
図１

終端抵抗

(誘導回線)

受端送端

発振器

漏話レベル

図２

Ｚ1

信号入力
12

－24

信号レベル
－2

漏話レベル
－36

(被誘導回線)

信号の伝送方向

Ａ方向 Ｂ方向

Ｚ1

Ｚ２ Ｚ２

 dＢm

 dＢm

 dＢm

 dＢm
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調器には、 (ア) の強度の変化により媒体の屈折率を

変化させる電気光学効果を利用する方法、音波により媒体の屈折率を変化させる音響光学効果

を利用する方法などがある。 (４点)

① 磁 界 ② 電 界 ③ 周波数 ④ 波 長

(２) フィルタについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ある周波数以下の周波数の信号を通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな減衰

を与えるフィルタは、一般に、低域通過フィルタといわれる。

Ｂ ある周波数範囲の周波数の信号のみを通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな

減衰を与えるフィルタは、帯域消去フィルタといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) デジタル信号の伝送について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ アナログ信号をデジタル化して伝送する方式では、アナログ信号の連続量を離散的な値に

変換するときに生ずる誤差による雑音の発生は避けられない。

Ｂ ＷＤＭ方式は、各チャネル別にパルス信号の送出を時間的にずらして伝送することにより、

伝送路を多重利用するものである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル信号の伝送系において、ビットエラーが、ある時間帯で集中的に発生しているか否

かの品質評価尺度の一つに、 (エ) がある。 (４点)

① ランダムエラー ② 長時間平均誤り率

③ 平均オピニオン評点 ④ ％ＥＳ

(５) ＴＤＭＡ方式は、複数のユーザが、伝送路を (オ) 分割して使用する方式であり、送受

信端末間でフレーム同期をとる必要がある。 (４点)

① 波 長 ② 空間的に ③ 時間的に ④ 周波数的に
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計１０点)

(１) ナンバーディスプレイ対応などといわれる発信者番号表示機能付きの電話機は、着信時にお

いて、 (ア) 信号とそれ以外の信号を識別する機能を持ち、 (ア) 信号以外の信号を

受信した場合は、通常の着信動作を行う。 (２点)

① ＰＢ ② 一次応答 ③ 二次応答

④ 呼 出 ⑤ 情報受信端末起動

(２) デジタル式ＰＢＸの (イ) プログラムは、一般に、ＰＢＸがダイヤル信号受信の処理に

入り、内線電話機からダイヤル信号が送られてきたときに起動される。 (２点)

① 発呼監視 ② 課金情報 ③ 数字分析

④ 運転管理 ⑤ リンク情報

(３) デジタル式ＰＢＸが有するサービス機能のうち、あらかじめ設定しておいたグループ内のあ

る内線番号に着信があった場合に、グループ内の他の内線から、特殊番号のダイヤルなど所定

の操作をすることにより応答できる機能は、 (ウ) といわれる。 (２点)

① 内線リセットコール ② シリーズコール ③ 自動キャンプオン

④ コールピックアップ ⑤ アッドオン

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるデジタル回線終端装置について述べた次の

二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ ユーザ宅内の停電時にも基本電話サービスを維持できる１５.４ワットの遠隔給電を、電

気通信事業者側から受けることができる。

Ｂ デジタル回線終端装置からＩＳＤＮ端末側への制限給電状態における最大給電出力は、

４２０ミリワットと規定されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電気通信設備の雷害には、一般に、落雷時の直撃雷電流が通信装置などに影響を与える直撃

雷による雷害、落雷時の直撃雷電流によって生ずる (オ) によってその付近にある通信ケ

ーブルなどを通して通信装置などに影響を与える誘導雷による雷害などがある。 (２点)

① 電磁界 ② 瞬 断 ③ 不平衡 ④ 熱線輪 ⑤ 複 流
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 図に示すように、電話共用型ＡＤＳＬサービス用の機器と従来の押しボタンダイヤル式の電

話機が１台ある。この電話機を使って、従来の電話サービス用としても使用し、また、ＩＰ電話

(電話番号が０５０で始まるＩＰ電話サービス)用としても使用したい。このとき、ＡＤＳＬモデ

ムの のモジュラジャックには、 (ア) のモジュラプラグが接続される。 (２点)B

W X Y Z① 配線コード ② 配線コード ③ 配線コード ④ 配線コード

L
IN
E

PH
ON
E

M
OD
EM

ＡＤＳＬスプリッタ

回線側

DC IN

INIT

PC

FG

回線ポート

アース端子

電話回線ポート

電話機ポート

ＬＡＮポート

ＩＮＩＴスイッチ

電源アダプタ
コード端子

ＡＤＳＬモデム(ルータ機能内蔵モデム)

(従来の電話サービス
及びＩＰ電話サービス用)

ＰＨＯＮＥ

ＭＯＤＥＭ

押しボタンダイヤル式電話機

X A

B

C

D

Y

W

ＬＩＮＥ

ＡＤＳＬ

Z
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(２) ＩＰ電話で使われるプロトコルについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ ＩＰ電話で使われるＳＩＰでは、様々なトランスポートプロトコルが利用可能であるが、

そのなかの一つであるＵＤＰはコネクションレス型のプロトコルである。

Ｂ ＩＰ電話で使われるプロトコルにＲＴＰがある。このＲＴＰは、ＩＰネットワーク上で音声

や動画などのデータストリームをリアルタイムに転送するためのプロトコルである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＰ－ＰＢＸのサービス機能の一つでは、内線番号Ａを持つ者が自席を不在にするとき、行先

の内線番号Ｂをダイヤルで設定しておくと、以降、この内線Ａへの着信呼が、設定された行先

の内線Ｂへ転送される。この機能は、一般に、 (ウ) といわれる。 (２点)

① マルチライン ② 可変不在転送 ③ 全自動転送

④ ステップコール ⑤ コールピックアップ

(４) ＩＰボタン電話装置について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ ＩＰボタン電話装置にアナログ単体電話機を収容する場合、一般に、単体電話機接続アダ

プタ又は単体電話機接続ユニットを使用する。

Ｂ ＩＰボタン電話主装置のデータ設定は、一般に、工事に用いるパーソナルコンピュータの

Ｗｅｂブラウザを使用して行う。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＩＥＥＥ８０２.３ａｅにおいて標準化された１０ギガビットイーサネット規格のＬＡＮ用と

して、１０ＧＢＡＳＥ－ (オ) では、マルチモード光ファイバが使われる。 (２点)

① ＬＲ ② ＳＲ ③ ＳＷ ④ ＥＷ ⑤ ＣＸ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮにおけるチャネル構造などについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。(２点)

Ａ 一次群速度ユーザ・網インタフェースは、２４Ｂ＋Ｄと２３Ｂ／Ｄの二種類のチャネル構

成が可能であり、最大１,５３６キロビット／秒の情報伝送ができる。

Ｂ ＩＴＵ－Ｔ勧告で規定されている国際ＩＳＤＮの番号計画では、国番号は３桁以内、トー

タルの桁数は最大１５桁である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＳＤＮサービスのうち、 (イ) サービスは、ユーザ・網インタフェースで低位のレイヤ

１～３のみの標準化されたサービスであり、網は、透過的な情報転送手段を提供する。(２点)

① テレ ② メール ③ ベアラ ④ ＭＨＳ ⑤ ＨＬＦ

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１におけるフレームは、各チャネルの情報

ビットとフレーム制御用ビットなどを合わせた (ウ) ビットで構成され、２５０マイクロ秒

の周期で繰り返し送受信される。 (２点)

① １６ ② ４８ ③ ６４ ④ １９２ ⑤ ３２０
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(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける確認形情報転送手順について述べた次の記

述のうち、誤っているものは、 (エ) である。 (２点)

① ポイント・ツー・ポイントリンクを使って通信が行われる。

② モジュロ１２８の順序番号を用いた送達確認が行われる。

③ データ伝送でフレームの流量を制御するときは、フロー制御が行われる。

④ ユーザ情報は情報フレームで伝送される。

⑤ 情報転送時にフレームのＴＥＩの値は、１２７に設定されている。

(５) ＩＳＤＮレイヤ３のメッセージは、共通部と個別部から成る。この共通部は、すべてのメッ

セージに共通に含まれており、大別して、プロトコル識別子、呼番号、メッセージ (オ)

の３要素から構成されている。 (２点)

① 送信元 ② あて先 ③ 番 号 ④ 種 別 ⑤ レイヤ

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) デジタル信号を送受信するための符号化方式のうち (ア) 符号は、図１に示すように、

正論理の場合、送信データが０の時に低レベル、送信データが１の時に高レベルとする符号で

あり、一般に、光信号の伝送において出力が高レベルの時に発光、低レベルの時に非発光とな

る。 (２点)

① マンチェスタ ② ＭＬＴ－３ ③ バイポーラ

④ ＮＲＺＩ ⑤ ＮＲＺ

図１

(２) ネットワークに接続されたＷｉｎｄｏｗｓ端末から、ｐｉｎｇコマンドをフラグメント化禁止

の設定で実行したところ、１,４７３バイトのパケットは破棄され、１,４７２バイトのパケット

は、「Reply from 202.247.3.134: bytes=1472 time=2ms TTL=127」と応答メッセージが返って

きた。この結果から、このネットワークのＭＳＳ(Maximum Segment Size)値は、 (イ) バ

イトになる。 (２点)

① １,４３２ ② １,４４４ ③ １,４６０

④ １,５００ ⑤ １,５２８

入力

出力

高レベル

低レベル

１ ０ ０ １ ０ １ ０ １
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(３) ＩＰｖ６アドレスについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ＩＰｖ６アドレスを表記する場合は、１２８ビットのアドレスを１６ビットずつに区切って、

その内容を１６進数で記述する。

Ｂ ＩＰｖ６グローバルユニキャストアドレスは、グローバルルーチングプレフィックス、サブ

ネットＩＤ及びインタフェースＩＤから構成され、インタフェースＩＤのビット長は、一般に、

６４ビットで利用される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＥｏＭＰＬＳのフレームフォーマットの構成では、ユーザネットワークのアクセス回線から

入力された (エ) フレームは、ＭＰＬＳドメインの入口にあるエッジルータでプリアンブ

ルとＦＣＳが除去され、レイヤ２転送用ヘッダとＭＰＬＳヘッダが付与された後、これらをも

とにしたＦＣＳがパケット末尾にトレイラとして付与される。 (２点)

① マルチキャスト ② イーサネット ③ ＵＤＰ

④ ユニキャスト ⑤ ＴＣＰ

(５) 図２は、ユーザ・網インタフェースにおけるＡＴＭセルのヘッダフォーマットを示したもの

である。図中のＣＬＰについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ) である。(２点)

① ＡＴＭセルの通信経路を選択する。

② ＡＴＭ網が輻輳状態に陥ったときなどに、優先的に廃棄するセルを表示する。
ふくそう

③ ユーザ情報セル、保守運用管理セル又はリソース管理セルを示す。

④ セルヘッダの誤りを検出する。

⑤ ユーザ・網インタフェースの場合は、端末間のフロー制御に使用する。

ＧＦＣ(4) ＶＰＩ(8)

ＶＰＩ ＶＣＩ

ＶＣＩ(16)

ＶＣＩ ＰＴ(3) ＣＬＰ
(1)

ＨＥＣ(8)

( )内の数値はビット数を示す。

図２
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ある回線群を時刻ｔ ～ｔ のＴ分間調査したところ、運んだ呼量が アーラン、運んだ1 ２ ｃａ
呼数がＣ呼であった。この回線群が運んだ呼の平均回線保留時間は、 (ア) 秒である。

(２点)

×Ｔ ×Ｃ×３,６００ ×Ｔ×６０ａ ａ ａｃ ｃ ｃ
① ② ③Ｃ Ｔ Ｃ

×Ｔ ×Ｔ×３,６００ ×Ｃ×６０ａ ａ ａｃ ｃ ｃ
④ ⑤ ⑥Ｃ×６０ Ｃ Ｔ

(２) 即時式完全線群と即時式不完全線群とを比較した場合、それぞれの入回線数、出回線数及び

加わる呼量が等しいとしたとき、一般に、呼損率は (イ) 。 (２点)

① 両者とも待ち合わせ率に比例する ② 即時式完全線群の方が大きい

③ 即時式不完全線群の方が大きい ④ 等しい

(３) ある駅前に設置されている公衆電話機の利用状況は、１人当たり平均６分かかるものとする。

公衆電話機の利用者が１時間に２４人訪れ、公衆電話機が６台設置されているとき、すべてが

使用中のため、電話機の空き待ちとなる平均待ち時間は、図を用いて算出すると (ウ) 秒

となる。 (２点)

① ０.４ ② ０.６ ③ ２.４ ④ ３.６ ⑤ ７.２

0.70.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

ｎ＝ １ ｎ＝ ２
ｎ＝  ３

ｎ＝  ４
ｎ＝  ５
ｎ＝  ６
ｎ＝  ７
ｎ＝  ８
ｎ＝  ９
ｎ＝１０
ｎ＝１１
ｎ＝１２

(凡　例)

使用率(ａ／ｎ)

ｈ：平均回線保留時間

0.002

0.004

0.006
0.008
0.01

0.02

0.04

0.06
0.08
0.1

0.2

0.4

0.6
0.8
1.0

ａ：生起呼量

ｎ：回線数

Ｗ：平均待ち時間

0.8

（
Ｗ
/ｈ
）

平
均
回
線
保
留
時
間
を
単
位
と
し
て
表
し
た
平
均
待
ち
時
間



Ｎ－13

(４) ＯＮＵ(光回線終端装置)などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ ＦＴＴＨサービスの設備構成としてのＰＯＮ方式では、ＯＬＴとＯＮＵの間に光信号を合

分波する光スプリッタを設置し、一つのＯＬＴに複数のＯＮＵが接続される方式である。

Ｂ ＰＯＮ方式で用いられるＯＮＵは、光／電気信号の変換などの機能を持つ。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) スイッチングハブのフレーム転送方式における、カットアンドスルー方式について述べた次

の記述のうち、正しいものは、 (オ) である。 (２点)

① 受信したフレームは、すべてバッファに取り入れ、誤り検査を行ってから転送する。

② 受信フレームの先頭から６４バイトまでのパケット誤りを検査して、異常がなけれ

ば転送する。

③ 受信フレームの先頭から１２８バイトまでのパケット誤りを検査して、異常がなけ

れば転送する。

④ 受信フレームのあて先アドレスまで受信すると、スイッチングハブ内のアドレステ

ーブルと照合した後、直ちに転送する。

第６問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 一般的なファイアウォール技術について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ アプリケーションゲートウェイは、ネットワーク上のトラヒックの監視、不正侵入の兆候

の検出と管理者への通知、ネットワークの切断を自動的に行うなどの機能を備えている。

Ｂ ファイアウォールを設置することで、外部からのコンピュータウイルスやワームの感染、

スパムメールを完全に規制することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ハッシュ関数は、任意の長さのデータを圧縮し、固定長のビット列を出力する (イ) の

関数で、ハッシュ値の作成に利用される。 (２点)

① 一方向性 ② マルチキャスト型 ③ 双方向性 ④ ポーリング方式

(３) コンピュータウイルス対策について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ メールの添付ファイルは、見た目に惑わされず、プロパティで拡張子を表示するなどによ

りファイル形式を確認し、ファイルを実行するアプリケーションなどを把握する。

Ｂ ＷｏｒｄやＥｘｃｅｌでは、ファイルを開くときにマクロを自動実行する機能を無効にし

ておくことが望ましい。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｎ－14

(４) ＩＰｓｅｃについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (エ) である。(２点)

① ＩＰｓｅｃの規格には、トンネルモードとトランスポートモードがある。

② ＩＰｓｅｃは、ネットワーク上を流れるデータを暗号化することによって、ネ

ットワークでの盗聴からデータを保護できる。

③ ＩＰｓｅｃは、ＳＳＬ／ＴＬＳと同じく、クライアントとサーバ間相互の認証

が可能であることから、インターネット上でのＷｅｂ通信や電子メール通信に広

く利用されている。

④ ＩＰｓｅｃは、データを送信する際にデータに認証情報を付加して送信するこ

とにより、受信側では通信経路の途中でデータが改ざんされていないかどうかを

確認することができる。

(５) 端末設備の工事などに関連して知り得た、特定の個人を識別できる情報(個人情報)の保護に

ついては、法律などの規定に基づいた適正な取扱いが要求されている。個人情報の管理などに

ついて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (２点)

① 事業の用に供する個人情報データベースなどを構成する個人情報によって識別され

る特定の個人の数の合計が、過去６か月いずれかの日において３,０００を保有し

ている者が個人情報取扱事業者に該当する。

② 個人情報取扱事業者は、個人情報を取り扱うに当たっては、その利用目的をできる

限り具体的に特定しなければならない。

③ 特定個人を識別できる情報が記述されていなくても、周知の情報を補うことにより

特定の個人を識別できる情報は、個人情報に該当する。

④ 個人情報取扱事業者は、個人情報を取得した場合には、原則として、速やかにその

利用目的を本人に通知し、又は公表しなければならない。

第７問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) メタリック平衡対ケーブルの心線導体の絶縁体として、一般に、ポリエチレンが用いられて

いる。また、高密度多対ケーブルなどでは、実効的に、絶縁体の (ア) ため、ポリエチレ

ンに気泡を含ませた発泡ポリエチレンが用いられている。 (２点)

① 機械的強度を高める ② 難燃性を高める ③ 誘電率を下げる

④ 電磁誘導を抑制する ⑤ 識別性を高める

(２) ビル内におけるケーブル配線工事について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ フロアダクト配線工事では、ケーブルをスラブ内などに埋込まれたダクトに収容して敷設

し、ダクトに一定間隔で設けられた取出し口からケーブルを取り出し、配線する。

Ｂ アンダカーペット配線工事では、フラットフロアケーブルを床面上で水平配線する場合、

配線方向を変えるときは、フラットフロアケーブルをケーブルパスに収容して敷設する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電子式ボタン電話装置の設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、保留、再応答及び転送

に関する試験では、保留音、 (ウ) 、通話の正常性及び転送先電話機の信号音を確認する。

(２点)

① ハウラ音 ② 話中音 ③ 選択信号

④ 外線ランプ(又はＬＥＤ)の点滅状態
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(４) デジタル式ＰＢＸの設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、 (エ) 試験では、外線

中継台で着信信号を受信中に発信者が発信呼を途中放棄し、外線からの着信信号を一定時間以

上受信しなくなった場合、中継台で表示した着信表示及びブザーなどが自動的に停止すること

を確認する。 (２点)

① オートレリーズ ② ラインロックアウト ③ 外線キャンプオン

④ プレシグナル ⑤ ページング

(５) デジタル式ＰＢＸの設置工事終了後に行う機能確認試験について述べた次の二つの記述は、

(オ) 。 (２点)

Ａ ＡＣＤ試験では、外線からの電話に自動音声で応答すること及び利用者がガイダンスどお

りに接続先や情報案内などを選択し、プッシュボタンを操作することにより、所定の動作を

実施することを確認する。

Ｂ ＩＶＲ試験では、着信呼が、均等配分などの設定に従って、受付オペレータなどへ自動的

に配分されることを確認する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第８問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、工事試験などで給電電圧を測定する場合、

レイヤ１停止状態で測定したＤＳＵのＴＥ(端末装置)側インタフェースのＴ線－Ｒ線間の給電

電圧 (ア) ボルトは、ＴＴＣ標準で要求される範囲内である。 (２点)

① ２０ ② ４０ ③ ６０ ④ ８０

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、雷サージによるＤＳＵ及びＴＡの故障を

防ぐための対策工事について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ 加入者保安器とＤＳＵとの間に雷防護アダプタを設けるとともに、ＴＡの電源と雷防護ア

ダプタの電源を同一コンセントとする。

Ｂ 接地は、雷防護アダプタ、加入者保安器及び端末機器の接地端子を連接して接地せず、そ

れぞれ単独に接地する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでのポイント・ツー・マルチポイント構成の配線に

ついて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ バス配線ケーブルとＴＥの接続用ジャック間をスタブを介して取り付ける場合、２メート

ル以上で３メートル以下の範囲のスタブを用いることが規定されている。

Ｂ 短距離受動バスの配線を行う場合、高インピーダンス線路(１５０オーム)であればＮＴか

らの最大線路長は、１００メートル程度である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４構内情報配線システムでは、平衡ケーブルの機械的特性が規

定されている。この規定では、直径６ミリメートルまでの４対ケーブルにおける施工後の最小

曲げ半径は、 (エ) ミリメートルである。 (２点)

① １０ ② １５ ③ ２０ ④ ２５ ⑤ ５０
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(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４構内情報配線システムの平衡ケーブル配線設計における水平

配線について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ パッチコード、機器コード及びワークエリアコードの合計長が１０メートルを超える場合、

水平配線ケーブルの許容物理長を減らさなければならない。

Ｂ 水平配線ケーブルの物理長は９０メートルを超えてはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第９問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４構内情報配線システムでは、光配線システムの性能試験項目

として、光減衰量、長さ、及び (ア) 並びに極性の保持及び継続などの項目を規定してい

る。 (２点)

① 挿入損失 ② 伝搬遅延時間差 ③ 反射減衰量

④ 伝搬遅延 ⑤ 結合減衰量

(２) １００ＢＡＳＥ－ＴＸのＬＡＮ配線工事において、クラス２のリピータハブ同士を接続する

ときハブ間の距離は、 (イ) メートル以下となるよう配線しなければならない。 (２点)

① ５ ② １０ ③ １５ ④ ２０ ⑤ ２５

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４構内情報配線システムでは、機器コード及びワークエリア

コードの合計長が１５メートルのとき、図に示す水平配線の設計において、クロスコネクト

－ＴＯモデル、カテゴリ５要素を使ったクラスＤのチャネルの場合、水平ケーブルの最大長

Ｈの算出式は、Ｈ＝ (ウ) ｍ である。ただし、使用温度は２０ ℃ 、水平ケーブルの   

挿入損失 dＢ／ｍ に対するコードの挿入損失 dＢ／ｍ との比をＸとする。 (２点)   

① １０５－１５Ｘ ② １０７－１５Ｘ

③ １０９－１５Ｘ ④ １１１－１５Ｘ

(４) ＬＡＮ工事でハブの増設などを行った際に、レイヤ２ＬＡＮスイッチと増設したハブを誤接続

して、接続にループができると、 (エ) がループ内を回り続け、レイヤ２ＬＡＮスイッチ

のＬＥＤランプのうち、一般に、リンクランプ、コリジョンランプといわれるＬＥＤランプが

異常な点滅を繰り返して、通信が不能になることがある。 (２点)

① ブロードキャストフレーム ② ポーズフレーム ③ ユニキャストフレーム

④ マルチリンクフレーム ⑤ プリアンブル

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード ワークエリアコード

水平配線ケーブル

Ｃ

パッチコード
／ジャンパ

Ｃ = 接続点

チャネル
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(５) ＩＰ－ＰＢＸ工事後の確認試験のうち、 (オ) 機能試験は、内線Ａから通話中の内線Ｂ

の番号をダイヤルした場合、通話中の内線Ｂに対して割込み通知音が送出されるので、次に、

その通話中の内線Ｂの電話機をフッキング操作して、通話していた相手Ｃを保留し、かかって

きた内線Ａに応答できることを確認する。さらにもう１回フッキング操作を行うことにより、

保留した相手Ｃとの通話に戻ることを確認する。 (２点)

① プライオリティコール ② コールホールド ③ ラストナンバコール

④ コールウェイティング ⑤ ステップコール

第１０問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選

び、その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 現場でのモジュラプラグ付きＵＴＰケーブルの作製などについて述べた次の二つの記述は、

(ア) 。 (２点)

Ａ モジュラプラグ付きＵＴＰケーブルの作製は、ＵＴＰケーブルの終端位置からケーブルシース

の端までの対の露出した部分の長さは最小にして、モジュラプラグの奥まで差し込み、専用

工具でかしめて圧着する。

Ｂ ＵＴＰケーブルをモジュラプラグで終端することによって生ずる心線の撚り戻し長は、伝
よ

送性能に与える影響を最小にするため、できるだけ短くする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) レイヤ２ＬＡＮスイッチのＬＥＤランプ表示から、ＬＡＮの故障を判断する方法などについ

て述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ レイヤ２ＬＡＮスイッチのＬＥＤランプのうち、一般に、アクティブランプといわれる

ＬＥＤランプが点灯又は点滅している場合は、レイヤ２パケットの転送に異常があることが

分かる。

Ｂ レイヤ２ＬＡＮスイッチのＬＥＤランプのうち、一般に、通信速度ランプといわれるＬＥＤ

ランプが点灯している場合は、目的の速度で相手先の機器と通信できていることが分かる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 安全活動などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ツールボックス・ミーティングとは、作業開始前に安全などの打ち合わせのために職場で

開くミーティングのことをいい、職場の小単位のグループが短時間で仕事の範囲、段取り、

各人ごとの作業の安全ポイントなどを打ち合わせる。

Ｂ 一般に、４Ｓ活動(運動)とは、整理・整頓・清掃・清潔をいう。また、ＪＩＳではこれに

躾 を加えた活動(運動)を５Ｓ活動(運動)という。
しつけ

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 工事の施工計画に関する内容としてＡ～Ｄがあるとき、一般的な手順として、正しいものは、

(エ) である。 (２点)

Ａ 発注者との契約条件を理解し、現地調査を行う。

Ｂ 現場事務所や作業員詰所などの仮設備の計画を立てる。

Ｃ 工程の詳細計画を立てる。

Ｄ 施工計画の基本方針を決める。

① Ａ→Ｄ→Ｂ→Ｃ ② Ｃ→Ａ→Ｄ→Ｂ

③ Ａ→Ｃ→Ｄ→Ｂ ④ Ｃ→Ａ→Ｂ→Ｄ
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(５) 施工管理のためのツールの一つとして、アローダイアグラムが使われることがあるが、図に

示すアローダイアグラムの結合点(イベント)番号３における最遅結合点時刻(遅くともこれま

でには完了していなければならない時刻)は、 (オ) 日である。 (２点)

① ５ ② ６ ③ ７ ④ ８ ⑤ １０

４日

６日

３日

５日

１

２ ３

４ ５
７日
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣及

び｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 総務大臣が電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要な限

度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる場合につい

て述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電気通信事業者が特定の者に対し不当な差別的取扱いを行っているとき。

② 事故により電気通信役務の提供に支障が生じると思われる場合に電気通信事業

者が電気通信業務を停止しないとき。

③ 電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないとき。

④ 電気通信事業者の業務の方法に関し通信の秘密の確保に支障があるとき。

(２) 端末設備の接続の技術基準で確保される事項について述べた次の文章のうち、 、 の下線A B

部分は、 (イ) 。 (４点)

端末設備の接続の技術基準は、次の事項が確保されるものとして定められなければならな

い。

(ⅰ) 電気通信回線設備を 損傷し、又はその機能に障害を与えないようにすること。A

(ⅱ) 電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末設備との責任の分

界が明確であるようにすること。

(ⅲ) 電気通信回線設備を利用する他の利用者に 公平かつ効率的に使用されるようにするこB

と。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(３) 総務大臣は、電気通信事業法に規定する電気通信設備が総務省令で定める技術基準に適合し

ていないと認めるときは、当該電気通信設備を設置する電気通信事業者に対し、その技術基準

に適合するように当該設備を (ウ) し、若しくは改造することを命じ、又はその使用を制

限することができる。 (４点)

① 休 止 ② 変 更 ③ 修 理 ④ 撤 去

(４) 電気通信事業法の規定により公共の利益のため緊急に行うことを要するその他の通信であっ

て総務省令で定めるものについて述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 警察機関と海上保安機関との間において行われる、治安の維持のため緊急を要する事項の

通信が定められている。

Ｂ 新聞社等の機関相互間において行われる、国会議員又は地方公共団体の長若しくはその議会

の議員の選挙の執行又はその結果に関し、緊急を要する事項の通信が定められている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電気通信事業を営もうとする者は、総務大臣の (オ) を受けなければならない。ただし、

その者の設置する電気通信回線設備の規模及び当該電気通信回線設備を設置する区域の範囲が

総務省令で定める基準を超えない場合は、この限りでない。 (４点)

① 免 許 ② 許 可 ③ 指 定 ④ 登 録
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣及び｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) で

ある。 (４点)

① ＡＩ第１種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督す

ることができる。

② ＡＩ第２種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

(端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が２００以

下のものに限る。)を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用

設備に端末設備等を接続するための工事にあっては、総合デジタル通信回線の数が毎

秒６４キロビット換算で５０以下のものに限って工事を行い、又は監督することがで

きる。

③ ＤＤ第１種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

並びにＡＩ第３種の工事の範囲に属する工事を行い、又は監督することができる。た

だし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を除く。

④ ＡＩ・ＤＤ総合種工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端

末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

(２) 工事担任者資格者証について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者は、工事担任者資格者証の氏名に変更を生じたときは、資格者証の再交付を受

けなければならない。

Ｂ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から３０日以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 専用通信回線設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、 (ウ)

の利用者に当該設備を専用させる電気通信役務の用に供するものをいい、専用通信回線設備に

接続される技術基準適合認定を受けた端末機器に表示する認定番号の最初の文字は、 (エ)

である。 (４点×２＝８点)

① 専ら音声 ② 本邦外 ③ 特 定 ④ 主として影像

⑤ Ａ ⑥ Ｂ ⑦ Ｃ ⑧ Ｄ

(４) 有線電気通信設備(政令で定めるものを除く。)の技術基準で確保すべき事項について述べた

次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 有線電気通信設備は、他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与えないようにすること。

Ｂ 有線電気通信設備は、通信の秘密の確保に支障を与えないようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 応答とは、電気通信回線からの呼出しに応ずるための動作をいう。

② 呼設定用メッセージとは、呼設定メッセージ又は応答メッセージをいう。

③ 制御チャネルとは、移動電話用設備と移動電話端末の間に設定され、主として

制御信号の伝送に使用する通信路をいう。

④ 直流回路とは、端末設備又は自営電気通信設備を接続する点において２線式の

接続形式を有するアナログ電話用設備に接続して、主として通話電流の供給を受

けるための回路をいう。

(２) 用語について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 無線呼出用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接続にお

いて電波を使用するものをいう。

Ｂ 総合デジタル通信端末とは、端末設備であって、総合デジタル通信用設備に接続されるも

のをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 配線設備等の評価雑音電力とは、通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定

められる (ウ) をいい、誘導によるものを含む。 (４点)

① 漏話雑音電力 ② 実効的雑音電力

③ 雑音電力の最大値 ④ 雑音電力の尖頭値
せん

(４) 次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に保安器を有しなければならない。

Ｂ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以上２００オーム以下
きょう

となるように接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場

合にあっては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 端末設備内において電波を使用する端末設備は、総務大臣が別に告示するものを除き、使用

する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するところにより

判定を行い、空き状態である場合にのみ (オ) ものでなければならない。 (４点)

① 通信路を設定する ② 回線を認識する

③ 電源回路を接続する ④ 端末装置を開く



Ｎ－22

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末は、発信に関する機能として自動的に選択信号を送出する場合にあっては、

(ア) から３秒以上経過後に選択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、

電気通信回線からの発信音又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合

にあっては、この限りでない。 (４点)

① 交流回路を開いて ② 信号極性を反転して

③ 直流回路を開いて ④ 直流回路を閉じて

(２) 移動電話端末の基本的機能及び発信の機能について述べた次の文章のうち、誤っているもの

は、 (イ) である。 (４点)

① 発信を行う場合にあっては、発信を要求する信号を送出するものでなければなら

ない。

② 応答を行う場合にあっては、応答を要求する信号を送出するものでなければなら

ない。

③ 通信を終了する場合にあっては、チャネル(通話チャネル及び制御チャネルをい

う。)を切断する信号を送出するものでなければならない。

④ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は２回以内でなければならない。た

だし、最初の発信から３分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。

(３) 専用通信回線設備等端末について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 専用通信回線設備等端末(光伝送路インタフェースのデジタル端末を除く。)は、電気通信

回線に対して直流の電圧を加えるものであってはならない。ただし、総務大臣が別に告示す

る条件において直流重畳が認められる場合にあっては、この限りでない。

Ｂ 専用通信回線設備等端末は、総務大臣が別に告示する電子的条件及び光学的条件のいずれ

にも適合するものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の呼出信号受信時における直流回路のインピ

ーダンスは、７５ボルト、 (エ) ヘルツの交流に対して２キロオーム以上でなければなら

ない。 (４点)

① ４ ② ８ ③ １６ ④ ３２ ⑤ ６４

(５) アナログ電話端末のうち、押しボタンダイヤル信号に関する次の二つの測定結果は、

(オ) である。 (４点)

Ａ ミニマムポーズは、３６ミリ秒であった。

Ｂ 信号送出時間は、４８ミリ秒であった。

① Ａのみ規定値内 ② Ｂのみ規定値内

③ ＡもＢも規定値内 ④ ＡもＢも規定値外



Ｎ－23

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣及び｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器をいい、これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含まない。

② 電線とは、有線電気通信を行うための導体であって、強電流電線に重畳される通信

回線に係るものをいう。

③ 平衡度とは、通信回線の中性点と大地との間に起電力を加えた場合におけるこれら

の間に生ずる電圧と通信回線の端子間に生ずる電圧との比をデシベルで表わしたもの

をいう。

④ 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。

(２) 通信回線について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の電力は、絶対レベルで表わした値で、

その周波数が音声周波であるときは、プラス１０デシベル以下、高周波であるときは、プラ

ス２０デシベル以下でなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでな

い。

Ｂ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の線路の電圧は、１００ボルト以下でな

ければならない。ただし、電線としてケーブルのみを使用するとき、又は人体に危害を及ぼ

し、若しくは物件に損傷を与えるおそれがないときは、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 架空電線の支持物と架空強電流電線との間の離隔距離は、架空強電流電線の使用電圧が特別

高圧で３５,０００ボルト以下、使用する電線の種別が強電流ケーブルの場合は、 (ウ)

センチメートル以上でなければならない。 (４点)

① ２０ ② ３０ ③ ４０ ④ ５０

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する目的について述べた次の文章において、

、 の下線部分は、 (エ) 。 (４点)A B

不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これ

についての 罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めるA

ことにより、電気通信回線を通じて行われる電子計算機に係る プライバシーの保護及びアB

クセス制御機能により実現される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって高度情報通信

社会の健全な発展に寄与することを目的とする。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、電磁的記録とは、電子的方式、磁気的方式そ

の他人の知覚によっては (オ) することができない方式で作られる記録であって、電子計

算機による情報処理の用に供されるものをいう。 (４点)

① 作 成 ② 認 識 ③ 改 変 ④ 検 証 ⑤ 保 護



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。なお、試験問題では、R 及び TM を 

明記していません。 

 

(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 

(3) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。 

 

 

    

(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 

(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、常用漢字 

以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) ・輻輳(ふくそう)  

          ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 

(6) バイト〔Ｂyte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の８桁、８ビット 

      〔Bit〕です。 

 

(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般に、使われる 

頻度が高いバイトを用いています。 

 

(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

  

新図記号 旧図記号


